
＊昨年開催時の後援・協賛団体様名を参考までに記載しています

主題： TRIZで創るみんなの未来 2023.06.11

会場： WEB(ZOOM)

10:00 JI01 J

10:45 事務連絡 J(E)

開会挨拶

11:00 JI02 特別講演

12:00 12:00

13:00 JI00 チュートリアル JE 13:00 J14 澤口 学（立命館大学大学院テクノロジーマネジメント研究科）ＪE

13:30 J12 染谷 厚徳（首都高速道路） ＪE

14:00 J11 片岡 敏光(株式会社パットブレーン) ＪE

14:30

14:50 14:40 J15 土澤 聡明　（伸和コントロールズ株式会社） ＪE

15:00 J06 永瀬 徳美　（日本TRIZ協会 Rx研究分科会） ＪE

15:10 J01 長谷川 公彦　(日本TRIZ協会 知財創造研究分科会) ＪE

15:30 J04 池田 理 （日本TRIZ協会 ビジネス・経営TRIZ研究分科会） ＪE

15:40 J07 永瀬 徳美　(日本TRIZ協会 知財創造研究分科会) ＪE

16:00 J13 笠井 肇　（株式会社アイデア） ＪE

16:10

16:30 16:20 J08 大津 孝佳　(沼津工業高等専門学校) ＪE

16:40 J02 緒方 隆司　（株式会社アイデア） ＪE

16:50 J09 大津 孝佳　(沼津工業高等専門学校) ＪE

17:10 J05 中川 徹　（大阪学院大学） ＪE

17:20 J10 大津 孝佳　(沼津工業高等専門学校) ＪE

17:40 E03 D. Mann ＆ Benjamin Ford E

 17:50 JE

18:10 18:00 終了

18:20 J(E)
凡例 (種別) 

JE 日本語発表 基調講演

J(E) 日本語、一部英語 特別講演

20:00 終了 E 英語発表 一般発表

三木 基晴（日本TRIZ協会）

休憩 休憩

田口 伸（ASI-Consulting Group CTO／
ASI, Inc. President; アメリカ）

欧米におけるDFSS

休憩

JE
三原 祐治(日本TRIZ協会)

湊 宜明（立命館大学大学院テクノロジー・マネジメント研究科）

宇宙を応用した製品イノベーションとその思考プロセス

基調講演

橋梁のイノベーションモデルにおける物理的矛盾解決法

の適用

地域牽引サービス業の次世代商品(新メニュ-)の企画・

開発

TRIZ活用で知財創造＆知財権獲得－ 「溺れる子をゼ

ロにする」を目指す水泳トレーニング方法と教習具の開
発 －

主催： NPO法人 日本ＴＲＩＺ協会

後援： 日刊工業新聞社、一般社団法人 日本知財学会、一般社団法人 品質工学会、
　　　　一般社団法人 再生医療イノベーションフォーラム

協賛： 応用統計学会、大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 統計数理研究所 リスク解析戦略研究センター

　　　　一般財団法人 日本科学技術連盟、一般社団法人 日本機械学会、一般社団法人 日本システムデザイン学会

　　　　公益社団法人 日本設計工学会、日本創造学会、公益社団法人 日本バリュー・エンジニアリング協会、

　　　　立命館大学グローバルMOT研究センター

第19回 日本TRIZシンポジウム 2023

第１日  8/31 (木)  第２日  9/1 (金)

プログラム

休憩

交流会

   　　　　　澤口 学  (日本TRIZ協会)

閉会挨拶

凡例(発表・投影言語)

深海バイオミメティクスを活用したTRIZ教育の実践

小学校1,2年生への「落ちてくる卵を守る」TRIZ教育の
実践

用途探索におけるTRIZ9画面法の効果的活用方法

WTSPレポート （6）

世界のTRIZおよびTRIZ周辺ウェブサイトのカタログ集

AItriz: The Role Of TRIZ In The Future Of AI &

Disruption Of Education

休憩

課題研究「カップラーメンでTRIZを学びプチ起業に挑

戦」

休憩

TRIZ-Rx分科会活動報告その４

シンポジウム既発表情報データベースの構築状況

「進化トレンド」の汎用的な適用方法の研究

TRIZによる新規事業のリスク低減

休憩
　体系的手法の活用と技術革新に向けて
～社内普及活動に向けた技術者育成プログラム～

類推思考のための自然界データベースの作成事例につ
いて　－ＴＲＩＺ普及策のためのツールを提案する－

自然界の優れた属性を活用する

－ 知財創造研究分科会の取り組みから－


